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研究成果の概要（和文）：一般住民の夜間頻尿の原因として、BPH, 過活動膀胱(OAB), 睡眠時無呼吸(SRBD)を同
時に検討した疫学研究はない。今回、一般住民においてBPH, OAB, SRBDが夜間頻尿に及ぼす影響を包括的に検討
した。対象は2019年3月~12月に同意を得た40歳以上の317名である。夜間頻尿は317名中228名(72.2%) に認めら
れ、その内有意な関係はBPH(p<0.001 )、OAB(p=0.0011 )、65歳以上(p<0.001 )であり、SRBDには有意な関係は
なかった。一般住民を対象とした本研究では夜間頻尿は泌尿器科疾患(BPH, OAB)の影響が強いと考えられた。

研究成果の概要（英文）：in the general population, epidemiological studies have not examined BPH, 
overactive bladder (OAB), and sleep apnea (SRBD) simultaneously as causes of nocturia. In this 
study, we comprehensively examined the effects of BPH, OAB, and SRBD on nocturia in the general 
population. The cohort were 317 cases aged 40 or over who gave consent from March to December 2019. 
Nocturia was observed in 228 of 317 cases (72.2%), of whom significant associations were BPH (p<0.
001), OAB (p=0.0011), age 65 and older (p<0.001), and SRBD was not significantly related. In this 
study, which targeted the general population, nocturia was considered to be strongly influenced by 
urological diseases (BPH, OAB).

研究分野：泌尿器科

キーワード： 夜間頻尿　睡眠時無呼吸　一般住民　前立腺肥大症　過活動膀胱
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研究成果の学術的意義や社会的意義
夜間頻尿の原因として、前立腺肥大症(BPH)過活動膀胱(OAB)、睡眠呼吸障害(SRBD)などの関与が報告されている
が、一般住民でBPH,OAB, SRBDを同時に検討した疫学研究はない。本研究では福岡県の都市近郊部の一般住民を
対象に、睡眠呼吸障害, BPH, OAB, 年齢, 高血圧を（個別の疾患毎ではなく）包括的に検討した。またWatch 
PATを使用した疫学研究は世界的にない。本検討にて、睡眠呼吸障害と高血圧は夜間頻尿に関連している可能性
は示唆されたが統計学的な有意差は認められなかった。一般住民を対象とした本研究では夜間頻尿は泌尿器科疾
患(BPH, OAB)の影響が強いと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
夜間頻尿は高齢化社会において深刻な問題である。夜間頻尿は、2回以上あると 2回未満と比較
して予後が悪いことが報告されており、QOL 低下を来す症状である。夜間頻尿の原因として、前
立腺肥大症、過活動膀胱、膀胱炎、心不全、睡眠時無呼吸症候群(Sleep Apnea Syndrome: SAS)
などが言われているが、、一般住民で BPH,OAB, SRBD を同時に検討した疫学研究はない。研究分
担者らはこれまで久山町研究、SAVE study、長浜 study などの疫学研究を行ってきた。日本で
は高齢化が急速に進行し、特に福岡県那珂川市は平均寿命が全国平均であるものの健康寿命が
短く、将来の日本の縮図である。本研究は、市役所、保健所に福岡大学が連携し、包括的な疾病
予防・健康増進対策を推進するために排尿症状に関しての IPSS（国際前立腺症状スコア）、QOL
（満足度）スコア、OABSS（過活動膀胱症状質問票）などのアンケートに加えて睡眠検診を実施
し、夜間頻尿を解明することで夜間頻尿の治療の最適化、一般住民の健康寿命の延伸を目指す。 
 
 
２．研究の目的 
一般住民において BPH, OAB, SRBDが夜間頻尿におよぼす影響を包括的に検討した。  
 
 
３．研究の方法 
2019 年 3 月~12 月に福岡動脈硬化疫学研究(FESTA) に参加の同意を得た 40歳以上の 317 名。 
福岡動脈硬化疫学研究(FESTA)福岡県那珂川市と福岡市城南区で行われる健康診断を受診した一
とは、般住民(40 歳以上の男女、予定人数 1000 名)を対象とした前向きコホート研究である。 
 
下部尿路症状の評価 
夜間頻尿：夜間排尿回数 1回以上 
前立腺肥大症：国際前立腺症状スコア(IPSS) 8 点以上 
過活動膀胱：尿意切迫感スコア 2点以上かつ OABSS 3 点以上 
 
睡眠呼吸障害の評価 
Watch PAT type III (Phillips 社)による無呼吸低酸素指数 PAT-RDI (Respiratory Disturbance 
Index : 1 時間あたりの無呼吸と低呼吸の回数の和) 5 以上。 
 
重症度の定義 
正常 : RDI が 5 未満 
軽度 : RDI が 5 以上 19.9 以下 
中等度 : RDI が 20 以上 39.9 以下 
重度 : RDI が 40 以上。 
 
 
４．研究成果 
夜間頻尿は 228/317 名(72.2%) であった、 
 
 夜間頻尿ありの割合 χ2検定 

BPH 
BPH あり 

82％ 

BPH なし 

33％ 
p<0.001  

OAB 
OAB あり 

83% 

OAB なし 

66％  
p=0.0011  

年齢 
65 歳以上 

78% 

40−65 歳 

62% 
p<0.001  

睡眠呼吸 

障害 

障害あり 

79%   

障害なし 

53%   
p=0.104  

高血圧  
高血圧あり 

77%  

高血圧なし 

69％  
p＝0.152  

 
 
 
 
 



本研究の特徴 
 本研究では福岡県の都市近郊部の一般住民を対象に検討である。 
 本研究では睡眠呼吸障害, BPH, OAB, 年齢, 高血圧を（個別の疾患毎ではなく）包括的に検
討である。 

 Watch PAT を使用した疫学研究は世界的にない。 
 
考 察 
 BPH, OAB の有無, 年齢は統計学的に有意に夜間頻尿に関与→日本の都市部一般住民を対象
とした本研究でも同様の結果であった。 
 SAS、高血圧は夜間頻尿に関連している可能性は示唆されたが統計学的な有意差は認められな
かった。 
→軽症の睡眠呼吸障害を含めた検討であった。 
→症例数の蓄積の必要である。 
以上より 
 一般住民を対象とした本研究では夜間頻尿は泌尿器科疾患(BPH, OAB)の影響が強いと考えれ
た。 
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